
時
は
信
濃
町
駅
前
に
商
店
が

あ
り
、
路
面
電
車
が
走
っ
て

い
た
こ
と
が
当
時
の
写
真
か

ら
わ
か
る(

写
真
２)

。
写

真
中
央
左
手
奥

に
見
え
る
白
い

建
物
が
現
在
解

体
工
事
中
の
６
号
棟
で
あ

る
。今

回
の
解
体
工
事
を
前

に
、
大
学
病
院
新
病
院
棟
開

設
準
備
室
と
慶
應
義
塾
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
、
６

号
棟
内
外
の
写
真
を
撮
影
し

慶
應
義
塾
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
と

し
て
保
存
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
い
る
。
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー

シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
の
一
環
と
し
て
、
義
塾
所

蔵
の
建
築
物
を
含
む
文
化
財

や
特
定
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

関
す
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
を
構
築

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

60
年
間
に
渡
り
患
者
さ
ん

の
療
養
と
教
職
員
や
学
生
の

活
動
を
支
え
て
き
た
建
物
の

温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
ア
ー

カ
イ
ヴ
作
品
が
出
来
上
が
っ

た(

写
真
３)

。

学
、
研
究
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
着
実
に
基
盤
整
備
さ

れ
て
い
る
現
状
を
お
話
頂
き

ま
し
た
。

会
場
か
ら
も
活
発
な
質
問

と
ご
討
議
を
頂
戴
し
、
が
ん

治
療
に
対
す
る
関
心
の
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
塾
の
一
員

と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
と
自
信
を

持
ち
つ
つ
着
実
に
前
進
す
べ

き
使
命
感
を
感
じ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
あ
り
、
成
功
裏
に

終
了
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
も
皆

様
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

胞
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
含
む
幹

細
胞
研
究
や
中
枢
神
経
系
に

お
け
る
再
生
医
学
に
関
す
る

研
究
成
果
を
蓄
積
し
、
免
疫

不
全
マ
ウ
ス
や
霊
長
類
コ
モ

ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
を
用
い
た

幹
細
胞
移
植
系
や
前
臨
床
研

究
と
い
っ
た
再
生
医
療
研
究

と
し
て
のin

vivo

実
験

医
学
の
研
究

シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
、
中

枢
神
経
系
の

幹
細
胞
治
療

開
発
の
研
究

領
域
に
お
い

て
世
界
を
リ

ー
ド
し
て
き

ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
評

価
さ
れ
て
、

本
研
究
チ
ー

ム
が｢

基
本

的
な
技
術
開

発
が
完
了
し

５
年
以
内
の

臨
床
応
用
を

目
指
す
拠
点

(

拠
点
Ａ)｣

に
、
課
題
名

｢

ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
由
来
神
経

新
病
院
棟
建
築
計
画
の
一

環
と
し
て
本
年
11
月
よ
り
６

号
棟
解
体
作
業
が
始
ま
っ
た

(

写
真
１)

。

慶
應
義
塾
大
学
病
院
６
号

棟
は
１
９
５
３
年(

昭
和
28

年)

に
竣
工
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
臨
床
各
科
の
病
床
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
。
竣
工
当

慶
應
医
学
賞
は
１
９
９
６

年
か
ら
始
ま
っ
た
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
の
主
要
事
業

の
１
つ
で
あ
る
。
過
去
に
は

本
賞
受
賞
者
か
ら
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
を
６
名
輩
出
し
て

お
り
、
国
内
外
か
ら
の
注
目

は
大
き
い
。

11
月
27
日
、
第
18
回
慶
應

医
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
ビ
ク

タ
ー

Ｒ.

ア
ン
ブ
ロ
ス
博

士(

米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
立
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

ク
ー
ル
分
子
医
学
教
授)

、

長
田
重
一
博
士(

京
都
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
医
化
学

教
授)

を
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
迎
え
、
慶
應
医
学
賞
授

賞
式
お
よ
び
受
賞
記
念
講
演

会
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
た
。

医
学
部
管
弦
楽
団
の
演
奏

の
中
、
佐
谷
秀
行
教
授
の
司

会
進
行
に
よ
り
開
会
さ
れ
た

授
賞
式
は
、
岡
野
栄
之
審
査

委
員
長
に
よ
る
審
査
報
告
と

受
賞
者
紹
介
か
ら
始
ま
っ

た
。
ア
ン
ブ
ロ
ス
博
士
は

｢m
icroRN

A

の
発
見
と
そ

の
作
用
機
構
に
関
す
る
研

究｣

に
よ
っ
て
、
長
田
博
士

は｢

細
胞
死
の
分
子
機
構
・

生
理
作
用
の
研
究｣

に
よ
っ

て
、
学
内
外
約
80
名
に
よ
る

厳
正
な
審
査
を
経
て
選
出
さ

れ
た
。

続
い
て
清
家
篤
塾
長
か

ら
、
両
博
士
に
賞
状
と
メ
ダ

ル
、
目
録
が
授
与
さ
れ
た
。

清
家
塾
長
は
両
博
士
の
功
績

を
称
え
祝
福
し
、
こ
の
賞
の

意
義
に
つ
い
て｢

こ
れ
を
受

賞
す
る
人
の
名
誉
で
あ
る
と

同
時
に
、
慶
應
義
塾
に
と
っ

て
も
大
変
名
誉
で
あ
る｣

と

語
っ
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
西
川

京
子
文
部
科
学
副
大
臣(

山

中
伸
一
文
部
科
学
事
務
次
官

に
よ
る
代
読)

、
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ダ
イ
オ
カ
ス
駐
日
ア
メ

リ
カ
大
使
館
経
済
部
科
学
技

術
・
環
境
・
医
療
課
長
よ
り

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
受
賞
者
か
ら
の
挨

拶
で
ア
ン
ブ
ロ
ス
博
士
は
、

今
回
の
来
日
で
多
く
の
方
々

と
知
り
合
え
た
こ
と
を
機
会

に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究

協
力
へ
と
、
義
塾
と
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
立
大
学
を
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
述
べ

た
。
ま
た
、
こ
の
受
賞
で
の

来
日
に
よ
り
、
ご
令
室
と
３

人
の
ご
子
息
と
と
も
に
久
し

ぶ
り
の
家
族
旅
行
を
叶
え
ら

れ
た
こ
と
の
喜
び
も
語
っ

た
。長

田
博
士
は
、
今
回
の
授

賞
は
沢
山
の
仲
間
と
行
っ
て

｢

再
生
医
療
実
現
拠
点
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

は
、
国
際
競
争
が
激
化
し
て

い
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
等
を
使
っ

た
再
生
医
療
に
つ
い
て
、
我

が
国
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を

活
か
し
、
世
界
に
先
駆
け
て

臨
床
応
用
を
す
る
べ
く
研
究

開
発
を
加
速
す
る
た
め
に
、

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振

興
機
構(

Ｊ
Ｓ
Ｔ)

が
行
う

再
生
医
療
実
現
拠
点
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
一
環
で
す
。

具
体
的
に
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研
究
中
核
拠
点(

京
都
大
学

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所)

で
臨

床
応
用
を
見
据
え
た
安
全
性

・
標
準
化
に
関
す
る
研
究
、

再
生
医
療
用
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
ス

ト
ッ
ク
の
構
築
を
実
施
し
、

疾
患
・
組
織
別
実
用
化
研
究

拠
点(

拠
点
Ａ
、
Ｂ)

で
は

疾
患
・
組
織
別
に
責
任
を
持

っ
て
再
生
医
療
の
実
現
を
目

指
す
研
究
体
制
を
構
築
し
ま

き
た
仕
事
で
あ
り
彼
ら
と
共

に
喜
び
た
い
と
、
先
輩
や
同

僚
を
は
じ
め
、
世
界
中
の
人

か
ら
の
協
力
へ
の
感
謝
を
述

べ
た
。
ま
た
、
�
サ
イ
エ
ン

ス
は
決
し
て
底
の
浅
い
も
の

で
は
な
く
深
い
も
の
で
あ

る
。
単
純
な
好
奇
心
か
ら
の

研
究
が
、
何
十
年
と
い
う
月

日
を
経
て
大
き
な
仕
事
に
つ

な
が
っ
て
い
く
�
と
、
基
礎

研
究
の
継
続
の
大
切
さ
、
ま

た
そ
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ

る
サ
ポ
ー
ト
へ
の
感
謝
と
重

要
性
を
述
べ
、
自
身
の
受
賞

が
若
手
研
究
者
の
励
み
に
な

る
こ
と
へ
の
願
い
の
言
葉
で

締
め
く
く
っ
た
。

受
賞
記
念
講
演
会
は
末
松

誠
医
学
部
長
に
よ
る
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
会
場
は
世
界
の

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
両
博

士
の
貴
重
な
講
演
を
聴
く
た

め
集
ま
っ
た
約
３
０
０
名
の

聴
衆
で
満
席
と
な
っ
た
。
各

講
演
後
は
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

夜
に
は
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
清

家
塾
長
、
学
外
審
査
委
員
浅

島
誠
理
事(

独
立
行
政
法
人

日
本
学
術
振
興
会)

よ
り
祝

福
の
言
葉
が
あ
り
、
両
博

士
、
両
ご
令
室
を
は
じ
め
、

参
加
者
は
大
い
に
歓
談
し

た
。

す
。
ま
た
、
技
術
開
発
個
別

課
題
は
こ
れ
ら
の
拠
点
と
連

携
し
て
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
等
の
臨

床
応
用
の
幅
を
広
げ
る
技
術

開
発
や
、
よ
り
高
度
な
再
生

医
療
を
目
指
し
た
技
術
開

発
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
等
の
産
業

応
用
を
目
指
し
た
技
術
開
発

を
行
い
ま
す
。
本
学
で
は
我

々
が
拠
点
Ａ
に
、
北
川
雄
光

教
授
が｢

幹
細
胞
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
を
用
い
た
臓
器
再
生

技
術
と
新
規
移
植
医
療
の
開

発｣

、
洪
実
教
授
が｢

多
能

性
幹
細
胞
か
ら
多
種
類
の
分

化
細
胞
を
、
最
短
時
間
、
高

効
率
、
高
品
質
、
大
量
、
自

在
に
生
産
す
る
た
め
の
基
盤

技
術
開
発
と
産
業
化
応
用｣

で
技
術
開
発
個
別
課
題
に
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

生
理
学
教
室
と
整
形
外
科

学
教
室
で
は
、
基
礎
と
臨
床

一
体
型
研
究
を
10
年
以
上
に

わ
た
り
継
続
し
、
神
経
幹
細

第
93
回
慶
應
医
学
会
総
会

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は｢

次
世

代
が
ん
治
療
を
探
る｣

を
テ

ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。
が
ん

の
罹
患
お
よ
び
死
亡
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
国
民
的
な

問
題
で
あ
り
ま
す
。
予
防
あ

る
い
は
早
期
診
断
に
よ
っ
て

が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
少
さ

せ
る
国
家
的
な
取
り
組
み

は
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
の
が
実
情
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
治
療
に
お

い
て
は
医
療
を
取
り
巻
く
技

術
革
新
、
あ
る
い
は
分
子
標

的
薬
に
代
表
さ
れ
る
新
規
の

治
療
薬
の
開
発
に
よ
り
、
が

ん
の
治
療
成
績
は
向
上
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
癌
治
療

の
進
歩
の
現
状
を
把
握
し
、

さ
ら
な
る
向
上
が
見
込
ま
れ

る｢

次
世
代｣

の
が
ん
治
療

に
つ
い
て
、
４
つ
の
が
ん
治

療
分
野
、
す
な
わ
ち
、
手

術
、
放
射
線
、
免
疫
、
薬
物

治
療
の
現
状
と
展
望
を
４
名

の
各
分
野
の
第
１
人
者
に
ご

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

手
術
治
療
の
大
き
な
柱
と

し
て
、
が
ん
の
制
御
を
担
保

し
な
が
ら
低
侵
襲
治
療
を
実

現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

竹
内
裕
也
先
生(

慶
應
義
塾

大
学
外
科
学
准
教
授)

は
胃

が
ん
の
治
療
を
中
心
に
、
腹

腔
鏡
下
手
術
の
様
々
な
工
夫

と
、
慶
應
消
化
器
外
科
の
お

家
芸
と
も
言
え
る
セ
ン
チ
ネ

ル
リ
ン
パ
節
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る｢

次
世
代｣

消

化
器
が
ん
治
療
を
示
さ
れ
ま

し
た
。

が
ん
治
療
に
お
い
て
放
射

線
治
療
の
比
重
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
鎌
田
正
先
生(

放

射
線
医
学
研
究
所
重
粒
子
医

科
学
セ
ン
タ
ー
長)

は
２
０

０
３
年
か
ら
先
進
医
療
と
し

て
開
始
し
た
重
粒
子
線
治
療

治
療
が
７
０
０
０
例
を
超
え

た
こ
と
、
前
立
腺
癌
を
代
表

と
す
る
が
ん
の
根
治
治
療
の

他
、
手
術
困
難
な
骨
軟
部
肉

腫
、
直
腸
が
ん
の
術
後
の
局

所
再
発
な
ど
、
適
応
疾
患
は

拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
全
国

的
に
装
置
が
普
及
し
つ
つ
あ

る
現
況
を
お
話
さ
れ
ま
し

た
。抗

Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ａ
抗
体
あ
る
い

は
抗
Ｐ
Ｄ
―
１
抗
体
の
出
現

に
よ
り
、
俄
に
免
疫
治
療
が

前
駆
細
胞
を
用
い
た
脊
髄
損

傷
・
脳
梗
塞
の
再
生
医
療｣

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
最
長

10
年
間
ま
で
継
続
で
き
ま
す

が
、
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
方
式

で
実
施
さ
れ
る
た
め
、
各
ス

テ
ー
ジ
で
明
確
な
達
成
目
標

着
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

河
上
裕
先
生(

慶
應
義
塾
大

学
先
端
医
科
学
研
究
所
長)

は
宿
主
免
疫
機
構
を
介
す
る

機
序
の
た
め
、
効
果
の
持
続

が
長
い
こ
と
が
特
徴
で
あ

り
、
生
存
期
間
の
延
長
に
寄

与
し
て
い
る
こ
と
、
今
後
は

が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
ア
ジ

ュ
バ
ン
ト
治
療
、
進
行
が
ん

で
の
効
果
を
予
測
す
る
バ
イ

オ
マ
ー
カ
ー
の
同
定
が
課
題

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス

テ
ー
ジ
Ⅰ(

平
成
25
〜
28
年

度)

で
は
、
臨
床
グ
レ
ー
ド

の｢

再
生
医
療
用
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
由
来
神
経
前
駆
細
胞
ス
ト

ッ
ク｣

の
構
築
を
行
い
、
安

全
性
・
有
効
性
に
関
す
る
検

証
と
臨
床
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の

作
成
と｢

ヒ
ト
幹
細
胞
を
用

い
る
臨
床
研
究
に
関
す
る
指

針｣

に
基
づ
く
臨
床
研
究
申

請
準
備
を
進
め
、
４
年
以
内

し
た
。

大
津
敦
先
生(

国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
東
病
院
早
期
・
探

索
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長)

か
ら
は
、
が
ん
領
域
の
新
薬

開
発
拠
点
と
し
て
の
基
盤
整

備
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
を
横
断
的
に
整
備
し
、

さ
ら
に
、
新
薬
開
発
・
臨
床

試
験
に
重
要
な
部
門
を
創
設

す
る
こ
と
で
、
現
在
で
は
、

１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
大

に｢

再
生
医
療
用
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
由
来
神
経
前
駆
細
胞
ス
ト

ッ
ク｣

を
用
い
た
脊
髄
損
傷

(

亜
急
性
期)

に
対
す
る
臨

床
研
究
の
開
始(First

in
H
um
an)

す
る
こ
と
が
達

成
目
標
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
目
標
を
達
成
し
な

け
れ
ば
、
そ
の
後
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
中
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
ス
テ
ー
ジ

Ⅱ(

平
成
29
〜
31
年
度)

で

は
、
慢
性
期
脊
髄
損
傷(

不

完
全
麻
痺)

及
び
亜
急
性
期

脳
梗
塞
に
対
す
る
臨
床
研
究

の
開
始
、
さ
ら
に
ス
テ
ー
ジ

Ⅲ(

平
成
32
〜
34
年
度)

で

は
、
慢
性
期
脊
髄
損
傷(

完

全
麻
痺)

お
よ
び
慢
性
期
脳

梗
塞
に
対
す
る
臨
床
研
究
を

開
始
す
る
こ
と
を
達
成
目
標

に
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
基
礎
研
究
と
前
臨
床
研

平
成
25
年
11
月
30
日(

土)

、

17
時
30
分
よ
り
ザ
・
リ
ッ
ツ

・
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
に
お
い

て
、
近
畿
大
学
医
学
部
同
窓

会
幹
事
で
開
催
さ
れ
た
。
全

国
に
29
あ
る
私
立
医
科
大
学

同
窓
会
の
す
べ
て
か
ら
１
２

３
名
が
参
集
し
、
本
会
か
ら

は
昨
年
、
同
連
絡
会
第
23
回

会
頭
を
務
め
た
吉
野
肇
一

評
議
員
会
議
長
、
池
田
美
智

子
理
事
、
近
藤
太
郎
理
事
、

佐
藤
美
奈
子
の
計
４
名
が
参

加
し
た
。

総
会
は
、
米
井
潔

近
畿

大
学
医
学
部
同
窓
会
長
の
挨

拶
の
後
、
近
畿
大
学
前
理
事

長
の
世
耕
弘
成

内
閣
官
房

副
長
官
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、

直
近
の
東
部
会
に
つ
い
て
は

幹
事
の
日
大
医
学
部
同
窓
会

か
ら
、
西
部
会
に
つ
い
て
は

大
阪
医
大
同
窓
会
か
ら
そ
れ

究
を
同
時
に
進
め
て
行
く
必

要
が
あ
り
、
将
来
的
に
は
治

験
実
施
・
承
認
へ
の
道
筋
を

つ
け
る
こ
と
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
のM

iles
stone

を
達
成
し
、
こ
れ
ま
で
有
効

な
治
療
法
が
な
か
っ
た
脊
髄

損
傷
や
脳
梗
塞
に
対
す
る
再

生
医
療
を
我
が
国
発
の
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
技
術
に
よ
り
実
現
で

き
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
病
に
苦

し
む
多
く
の
患
者
さ
ん
た
ち

に
一
条
の
希
望
の
光
を
投
げ

か
け
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
慶
應
医
学
の
柱

の
一
つ
で
あ
る
基
礎
と
臨
床

一
体
型
のtranslational

research

は
ま
さ
に
正
念
場

に
来
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

【
他
３
拠
点
に
つ
い
て
は
３

面
に
て
掲
載
】

ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。
昨
年

度
全
国
会
幹
事
の
三
四
会
か

ら
は
、
吉
野
評
議
員
会
議
長

よ
り
そ
の
と
き
の
お
礼
、
爾

来
、
継
続
審
議
で
あ
っ
た
全

国
会
会
則
変
更
の
今
回
承
認

に
対
す
る
原
案
上
程
者
と
し

て
の
謝
意
が
述
べ
れ
ら
れ
た

の
ち
、
全
国
会
と
し
て
初
の

社
会
発
信
事
業
で
あ
る｢

私

立
医
科
大
学
病
院
内
保
育
所

の
経
営
に
対
す
る
公
的
補
助

拡
充
の
要
望｣

に
関
し
て
、

そ
の
後
の
活
動
が
報
告
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
政
界
、
医

師
会
、
マ
ス
コ
ミ
等
へ
陳
情
、

『

日
本
医
事
新
報』

オ
ピ
ニ

オ
ン
欄
へ
の
投
稿
結
果
の
別

冊
が
会
場
で
配
布
さ
れ
た

(

池
田
美
智
子
、他：

日
本
医

事
新
報4669,14-17,2013)

。

今
回
全
国
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は｢

研
修
医
の
母
校

へ
の
定
着｣

が
テ
ー
マ
で
あ

っ
た
。
私
立
医
科
大
学
の
初

期
研
修
医
募
集
は
平
均
50
名

で
あ
る
が
、
母
校
出
身
者
の

採
用
は
約
30
名
に
し
か
至
ら

ず
、
将
来
の
医
師
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
改
善
策
と

し
て
、
同
窓
会
が
大
学
と
協

力
し｢

母
校
愛｣

を
育
む
た

め
に
行
っ
て
い
る
対
策
に
つ

い
て
の
報
告
と
、
さ
ら
な
る

改
善
の
た
め
の
討
議
が
行
わ

れ
た
。

総
会
後
、
会
場
を
移
動
し

て
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
会

長
挨
拶
に
引
き
続
き
、
塩
�

均

近
畿
大
学
長
の
挨
拶
、

楠
進

同
医
学
部
長
の
乾
杯

の
後
、
近
畿
大
学
の
お
も
て

な
し
、｢

近
大
マ
グ
ロ｣

が

振
る
舞
わ
れ
た
。
こ
れ
は
同

大
学
水
産
研
究
所
で
世
界
初

の
完
全
養
殖
に
成
功
し
た
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
も
の
で
あ
る
。

羽
生
田
た
か
し
参
議
院
議
員

(

東
京
医
大
卒)

か
ら
の
祝

辞
に
引
き
続
き
、
懇
親
会
の

メ
イ
ン
で
あ
る
、
各
大
学
か

ら
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。

慶
應
は
、｢

母
校
愛｣

に
つ

い
て
、
他
学
部
と
合
同
で
行

う
連
合
三
田
会
大
会
が
あ
り
、

三
四
会
も
参
加
し
て
い
る
こ

と
、
比
企
能
樹

三
四
会
長

が
連
合
三
田
会
会
長
に
就
任

し
た
こ
と
、
ま
た
、
医
学
部

１
０
０
年
に
向
け
た
新
病
院

建
設
事
業
が
始
ま
り
、
三
四

会
も
精
力
を
傾
け
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

多
く
の
参
加
者
は
、
懇
親

会
後
も
二
次
会
・
三
次
会
と

さ
ら
に
熱
く
語
り
あ
い
、
私

立
医
大
卒
と
い
う
同
じ
境
遇

同
志
の
懇
親
を
深
め
た
。

本
塾
医
学
部
・
大
学
院
医

学
研
究
科
と
の
連
携
協
定
締

結
、
連
携
大
学
院
制
度
の
開

始
を
記
念
し
て
、
当
セ
ン
タ

ー
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療

セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
７
０
年

(

昭
和
45
年)

に
国
内
二
番
目

の
小
児
専
門
病
院
と
し
て
、

横
浜
市
南
区
の
高
台(

？)

に

設
立
さ
れ
ま
し
た(

一
番
目

は
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
前
身
で
あ
る
国
立
小
児
病

院)

。
設
立
当
初
か
ら
、
小

児
病
院(

現
在
、
12
病
棟
、

３
２
９
床)

、
肢
体
不
自
由

児
施
設(

50
床)

お
よ
び
重

症
心
身
障
害
児
施
設

(

40

床)

の
３
つ
か
ら
な
り
、
病

気
や
障
碍
の
あ
る
こ
ど
も
た

ち
に
医
療
と
福
祉
を
一
体
と

し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
敷
地
内
に
は
県
立
横
浜

南
養
護
学
校
が
併
設
さ
れ
、

長
期
入
院
、
入
所
患
児
の
教

育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ド
ッ
グ｢

ベ
イ
リ

ー｣

が
常
勤
し
、
看
護
師
経

験
の
あ
る
ハ
ン
ド
ラ
ー
と
と

も
に
、
患
児
の
検
査
に
付
き

添
っ
た
り
、
歩
行
訓
練
を
手

伝
っ
た
り
す
る
な
ど
、
治
療

に
関
わ
る
活
動
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
入
院
療
養
中
の
こ

ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
や
不

安
を
解
消
す
る
だ
け
で
な

く
、
患
者
家
族
に
も
癒
し
と

楽
し
み
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

｢

オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ｣

が
あ

り
、
３
０
０
人
超
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
外
来
、
病
棟
の
手

伝
い
は
も
と
よ
り
、
読
み
聞

か
せ
、
季
節
の
院
内
装
飾
の

作
業
や
縫
製
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
無
償
の
奉

仕
を
根
気
強
く
続
け
て
下
さ

る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
本

当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
神
奈
川

県
で
唯
一
の
小
児
が
ん
拠
点

病
院(

全
国
で
15
施
設)

に

認
定
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ

め
、
小
児
医
療
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
専
門
・
高
度
先
進
医

療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
臨

床
治
験
も
盛
ん
で
、
臨
床
研

究
所
を
中
心
に
新
た
な
治
療

法
の
開
発
等
の
研
究
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
三
四
会
会
員
は
４

名

(

科
長
３
名
、
医
長
１

名)

の
み
で
す
が
、
今
後
、

連
携
大
学
院
制
度
を
利
用
し

て
よ
り
多
く
の
若
手
医
師
が

当
セ
ン
タ
ー
に
学
び
、
将
来

の
小
児
専
門
医
療
を
支
え
る

人
材
に
育
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

(

神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療

セ
ン
タ
ー
内
分
泌
代
謝
科
・

医
長

室
谷
浩
二

68
回)

(�) 平成��年��月��日 (昭和26年４月18日第三種郵便物認可) 慶 應 義 塾 医 学 部 新 聞 毎月20日発行 定価１部20円 第���号
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に購読料が含まれる
発行人 比企 能樹
毎月 １回20日発行
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往往往
知知知
来来来

第
93
回
慶
應
医
学
会
総
会

･

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て大

家

基
嗣(

66
回)

泌
尿
器
科
学
教
室

教
授

■
拠
点
Ａ

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
神
経
前
駆
細
胞
を

用
い
た
脊
髄
損
傷
・
脳
梗
塞
の
再
生

医
療

中
村

雅
也(

66
回)

整
形
外
科

岡
野

栄
之(

62
回)

生
理
学

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
大
津
先
生
に
よ
る
講
演

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
大
家

全国私立医科大学同窓会
連絡会第24回全国会報告

理事(ワークライフ支援担当)

佐藤 美奈子(65回)

解体中の６号棟に
感謝の気持ちをこめて

アーカイヴ作成

写真２ 1960年前後の信濃町駅側からみた慶應義塾大学病院
(『写真集 慶應義塾150年』より)

写真３ 慶應義塾アートセンター 新良太氏による｢慶應義塾の建築プロジェクト｣より

写
真
１ 第第1188回回慶慶應應医医学学賞賞授授賞賞式式･･

受受賞賞記記念念講講演演会会開開催催

授
賞
式
後
の
記
念
撮
影
に
て

｢

医
学
部
新
年
祝
賀
式｣

お
よ
び

｢

坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医

学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶
應
医
学
賞
医
学
研
究
奨
励
賞
授
賞
式｣

の
開
催
に
つ
い
て

(

ご
案
内)

医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

新
春
早
々
ご
多
用
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
都
合
を
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
祝
賀
式
と
併
せ｢

坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶

應
医
学
賞
医
学
研
究
奨
励
賞
授
賞
式｣

を
執
り
行
い
ま
す
。

記

日

時

平
成
26
年
１
月
６
日(

月)

11
時
か
ら
13
時
30
分

場

所

２
号
館
11
階

大
会
議
室

医
学
部
長

末
松

誠
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慶
應
義
塾
大
学
病
院

年
末
年
始
の
休
診

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日(

月)

よ
り
１
月
４

日(

土)

の
間
休
診
と
致
し
ま
す
。

ま
た
、
12
月
29
日(

日)

と
１
月
５
日(

日)

は

日
曜
日
の
た
め
休
診
と
な
り
ま
す
。病
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三四会が拠点リーダーを務める４拠点
拠点 課題名 拠点リーダー

拠点Ａ
ｉＰＳ細胞由来神経前駆細胞を用いた脊髄
損傷・脳梗塞の再生医療

慶應義塾大学 岡野栄之

拠点Ｂ
培養腸上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に
対する粘膜再生治療の開発拠点

東京医科歯科大学 渡辺 守

技術開発
個別課題

幹細胞パッケージングを用いた臓器再生技
術と新規移植医療の開発

慶應義塾大学 北川雄光

技術開発
個別課題

多能性幹細胞から多種類の分化細胞を､ 最
短時間､ 高効率､ 高品質､ 大量､ 自在に生
産するための基盤技術開発と産業化応用

慶應義塾大学 洪 実


